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【 目的】鎖骨骨折は、 日常生活の中の様々な場所で発生し 、 ま た小児から 高齢者と 幅広い年齢に発生する 。 鎖骨骨折の施術に
おいては整復操作後に固定処置が行われている 。 し かし ながら 、 高度な短縮転位を 有する 鎖骨骨折の場合は、 整復操作を 行
う 際の過剰な牽引操作や無理な圧迫操作を 行う こ と で、 患者に苦痛を 与えたり 、 骨折端によ り 患部の再負傷さ せてし ま う 危
険性がある 。 そこ で今回、 整復操作を 行わずに、 患者の背部にク ラ ーメ ル副子を使っ た一文字牽引固定法（ 背十字固定）を 行
う こ と で、 患者に苦痛を 与える こ と なく 、 ま た安全に施術を 行い良好な結果を 得たので報告する 。【 方法】今回、 高齢者短縮
転位の高度な鎖骨骨折の施術に対する 機会を得た。 その際にク ラ ーメ ル副子を 使っ た一文字牽引固定法（ 背十字固定）を行う
こ と で整復を 使用せずに施術を する こ と が出来た。 ク ラ ーメ ル副子の中央が脊柱に当たる よ う に患者の背中に当てる 。 ク
ラ ーメ ル副子を 押さ えながら 1 帯目の晒し で背十字包帯法を 行っ ていく 。 晒し は 2 帯使用する 。 1 帯目の晒し の目的は、 遠
位骨片の短縮転位を 除去する ためである 。 こ の時に重要なのは十分な牽引力を 加え肩部を外後方へ引く こ と である 。 こ の牽
引力を加える こ と が短縮転位を 元の位置に復する 方向へ導き 出すこ と ができ る 。【 結果】一文字牽引固定法（ 背十字固定）を 使
用する こ と で良好な治癒結果を 得る こ と ができ た。 今回の固定法は十分な牽引力が含ま れている ため、 整復操作の作用も 兼
ねている 。【 考察】今回の結果については、 高度な短縮転位がみら れても 、 無理な整復操作を 行わずに骨折によ り 損傷さ れて
いない骨膜を 最大限利用でき たこ と が要因と 思われる 。 骨膜には牽引固定時に、 骨折端同士を 誘導する 作用がある 。 鎖骨骨
折は高齢者も 多く 発生する こ と も ある ので、 固定を 工夫する こ と で、 良好な結果が得ら れる こ と が考えら れる 。

1 −  A −  3
伸展型橈骨遠位端竹節状骨折の徒手整復法

渡辺昭斗、 田島祥吾、 瀧下晃洋、 立木北斗、 五箇隼人、 小澤麻希子、 吉澤遼馬、 川岸誠司、 野口昌宏、 山本麟太郎、 堀井
聖哉（ 東京都野島整形外科内科）

key words： 橈骨遠位端骨折、 竹節状骨折、 徒手整復

【 背景】伸展型橈骨遠位端竹節状骨折（ 以下本骨折）は軸圧力-伸展力によ り 発生し ， 骨皮質が隆起する 。 我々は本骨折に牽引
直圧法を 実施し ていたが， 転位が残存する 症例を し ばし ば経験し た。 我々が渉猟し 得た限り 徒手整復に関する 報告はなく ，
徒手整復法について再考し たので報告する 。【 対象・ 方法】対象は 5 年間で本骨折と 診断さ れた 27 例（ 男性 24 例， 女性 3 例，
平均 10.4±2.9 才）， 調査項目は単純 X 線検査側面像で整復前後の橈骨背側骨皮質， 橈骨掌側骨皮質の傾斜を 健側と 比較し ，
整復改善率を 算出し た。【 徒手整復法】患者背臥位， 肩関節 90°外転位， 肩関節 90°内旋位， 肘関節 90°屈曲位と する 。 助手
は近位骨片を 把持し ， 術者は患肢側面で患部を 把持する 。 末梢牽引は加えず隆起部直近に両母指を置き 近位から 遠位方向へ
直圧し 骨皮質を 均す。（ 以下本整復法）【 結果】27 例に対し 実施し た整復法は， 牽引直圧法 25 例（ 以下 A 群）， 本整復 2 例（ 以
下 B 群）であっ た。 整復改善率は A 群（ 平均 53.7％）， B 群（ 平均 92.5％）であっ た。 骨折形態は， 掌背側と も に傾斜が増大し
た 22 例（ 以下 Type1）。 掌側傾斜が減少し 背側傾斜は増大し た 5 例（ Type2）であっ た。 ま た， 本整復は Type1 の 2 例に実施
し た。【 考察】本骨折に対する 牽引直圧法は整復改善率にばら つき がある 。 牽引操作は軟部組織の緊張が直圧操作の妨げにな
る 可能性があり ， 直圧操作は隆起部を 遠位へ引いた為， 直圧力が不十分であっ た可能性がある 。 よ っ て牽引操作を せず， 近
位から 遠位方向へ直圧操作し たこ と が整復率を 高めたと 考える 。 Type2 は掌側骨皮質の傾斜が減少し ている 為， 屈曲操作も
必要と なる 。【 結語】本骨折は受傷外力の異なる 2 種類の骨折形態を 認めた。 徒手整復は Type1-2 に共通し て牽引を 加えず中
枢から 末梢方向への直圧が重要である が， Type2 は屈曲操作も 必要と なる 。
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【 背景】果部骨折は、 足関節部の骨折の中で最も 頻度の高い骨折である 。 足関節は、 外力によ っ て内外反ある いは底背屈を 強
制さ れる と 、 それぞれの方向や強さ によ っ て特定の型の骨折が発生する 。 内外果の骨折に 骨関節面の前縁ま たは後縁の骨
折を 合併し た Cotton 骨折は比較的に稀と さ れており ， 手術療法の適応と なる こ と が多い。【 対象】42 歳， 女性。 自宅で階段
を 下り る 際に右足首を 捻っ て受傷。 右 骨遠位端部及び右腓骨遠位端部に高度の腫脹， 圧痛， 外観上の変形を 認めた。 ま た、
疼痛のため患肢への荷重は不能で， 足関節の自動運動も 困難であっ た。 当院で、 超音波検査を 行ったと こ ろ，  骨内果及び
腓骨下端に骨折が認めら れた。 応急処置と し て足関節に徒手整復を 施し ， 金属副子と 厚紙で包帯固定を 行った。 提携する ク
リ ニッ ク において、 Lauge-Hansen 分類の Supination external rotation type（ 以下， SER）stage4， いわゆる Cotton 骨折と 診
断さ れた。 徒手整復で良好な整復位が得ら れなかっ たが、 患者の希望によ り 保存療法で経過観察を 行っ た。 徒手整復 4 週間
後から 両松葉杖で 3 点 1 点歩行訓練を 早期から 開始し た。 徒手整復 7 週間後から 両松葉杖で 2 点 1 点歩行を 開始し ， 徒手整
復 8 週間後に固定を 除去し ， キネシオテープで足関節を 固定し 包帯で被覆し た。 徒手整復 10 週間後で ADL に支障は無く ，
小走り 程度の運動負荷でも 問題がなかっ たため治癒と し た。【 結果】今回の症例は、 手術適応の Cotton 骨折に対し て保存療
法を 行い， 良好な整復位は得ら れなかっ たも のの， 早期から 患肢に荷重さ せる こ と で機能的に良好な結果を 得る こ と ができ
たため考察を 交え報告する 。
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